
　富士山の世界文化遺産登録に向け、国や静岡・山梨両県、富士山周辺
市町村ではこれまでさまざまな取り組みを進めてきました。
　４月にユネスコ世界遺産委員会の諮問機関であるイコモスは、『富士山
は世界文化遺産への登録が適当』との勧告をしました。今月下旬に開催
される世界遺産委員会で、いよいよ富士山は世界文化遺産へ登録される
見込みです。
　そこで今回は、富士山ネットワーク会議を構成している４市１町（裾
野市、富士宮市、富士市、御殿場市、小山町）にある、富士山の文化的
価値を証明する構成資産や文化財を紹介します。

富士山 世界文化遺産へ
　　　古代から人々が畏

い

敬
けい

の念を抱き、愛し続けてきた　　　

富士山 世界文化遺産へ
　　　　　　　　～富士山の魅力を紹介～
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世界遺産委員会での審査
平成25年6月

平成25年4月
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平成24年8～9月

平成24年1月

平成23年7月

平成19年1月

世界文化遺産
登録決定！

イコモスから「世界文化遺産への登録が適当」との勧告

ユネスコ諮問機関（イコモス）による現地調査

国からユネスコへの世界遺産推薦書の提出

静岡・山梨両県が「推薦書」の原案を文化庁に提出

「富士山」の世界遺産暫定リストへの登載
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山
頂
に
は
、
富
士
山
本
宮

浅
間
大
社
奥
宮
・
同
東
北
奥

宮
（
久く

須す

志し

神
社
）
や
金
明

水
・
銀
明
水
な
ど
の
宗
教
施

設
が
あ
り
、
ま
た
、
地
形
の

中
に
は
内
院
（
火
口
）
や
安や

す

河か

原は
ら

（
賽さ

い

の
河
原
）
な
ど
の

宗
教
的
な
名
称
が
つ
け
ら
れ

た
場
所
が
あ
り
ま
す
。
峰
々

は
「
八は

ち

葉よ
う

」
や
「
八は
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峰ぽ
う

」
と

総
称
さ
れ
、
か
つ
て
山
頂
部

は
曼ま
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世
界
に
擬な

ぞ
ら

え
て
考

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

大
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富
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つ
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富
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今
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伝
え
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古
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御
殿
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須
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室
町
時
代
か
ら
続
く
登
山
道
（
小
山
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須
走
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富
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山
本
宮
浅
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大
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全
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富
士
登
山
は
、
平
安
時
代

末
期
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
14
世
紀
初
め
に
は
山

中
で
修
行
を
行
う
修し

ゅ

験げ
ん

者じ
ゃ

が

村
山
を
拠
点
と
し
て
集
ま
る

よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
中
世
に
は
、

「
絹け

ん

本ぽ
ん

著ち
ゃ
く

色し
ょ
く

富
士
曼
荼
羅
図

（
16
世
紀
作
）」
に
道ど

う

者し
ゃ

が
大

宮
・
村
山
口
か
ら
富
士
山
に

登
る
様
子
が
描
か
れ
、
修
験

者
・
先せ

ん

達だ
つ

に
導
か
れ
た
道
者

が
数
多
く
登
拝
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

須
山
浅
間
神
社
を
起
点
に
、

御
殿
場
市
印
野
・
玉
穂
地
先

を
通
り
、
富
士
山
頂
に
至
る

道
。
修
験
道
の
総
本
山
・
京

都
聖
護
院
の
道ど

う

興こ
う

准じ
ゅ

后ご
う

も
、

1
4
8
6
年
に
須
山
口
か
ら

富
士
の
麓
に
至
る
際
に
歌
を

詠よ

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
富

士
山
を
信
仰
す
る
富
士
講
が

広
ま
っ
た
江
戸
時
代
に
は
多

く
の
人
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
時
代
以
降
は
衰
退
し
ま

し
た
が
、
富
士
山
信
仰
を
今

に
伝
え
る
重
要
な
古
道
で
す
。

　

冨
士
浅
間
神
社
を
起
点
と

し
、
八
合
目
で
吉
田
口
登
山

道
と
合
流
し
て
山
頂
東
部
に

至
る
登
山
道
で
す
。
七
合
目

の
沿
道
か
ら
富
士
山
へ
の
奉

納
物
と
し
て
現
存
最
古
の
記

念
銘
を
持
つ
懸か

け

仏ぼ
と
けが
出
土
し

て
い
る
ほ
か
、
1
5
0
0
年

の『
勝か
つ

山や
ま

記（
年
代
記
）』に
は

本
登
山
道
に
道
者
が
集
中
し

た
と
の
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

1
7
0
7
年
の
宝
永
噴
火

で
大
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、

翌
年
に
は
復
興
を
完
了
し
ま

し
た
。

　

浅
間
神
社
は
富
士
山
を
神

と
し
て
祀ま

つ

っ
た
も
の
で
、
富

士
山
本
宮
浅
間
大
社
は
最
も

早
く
成
立
し
、
全
国
の
浅
間

神
社
の
総
本
宮
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
山
宮
か
ら
現
在
地
に

移
転
後
、
登
拝
が
盛
ん
に
な

る
に
つ
れ
、
村
山
の
興こ

う

法ぼ
う

寺じ

と
と
も
に
大
宮
・
村
山
口
登

拝
道
の
基
点
に
な
り
ま
し

た
。「
絹
本
著
色
富
士
曼
荼

羅
図
」に
は
、湧わ

く

玉た
ま

池
で
垢こ

離り

（
禊み

そ
ぎ

）
を
と
り
、
富
士
山
に

登
る
道
者
の
姿
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

  
富
士
山
の
文
化
的
価
値

　

富
士
山
は
そ
の
荘
厳
で
美
し
い
姿
か
ら
、
信
仰
の
対
象
に

な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
作
品
を
生
み
出
し
、
日
本
と
日
本

文
化
を
象
徴
す
る
名
山
と
し
て
の
世
界
的
な
地
位
を
確
立
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
富
士
山
は
世
界
文
化
遺
産

に
ふ
さ
わ
し
い
価
値
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

  

構
成
資
産
を
紹
介

　

富
士
山
の
文
化
的
価
値
を
証
明
す
る
の
が
、
周
囲
の
神
社

や
登
山
道
、
湖
な
ど
静
岡
・
山
梨
両
県
に
あ
る
25
件
の
構
成

資
産
で
す
。
こ
れ
ら
の
資
産
は
、
富
士
山
と
と
も
に
国
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
、
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
お
け

る
、
登
録
資
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
富
士
山
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
構
成
し
て
い
る

市
町
に
あ
る
11
の
構
成
資
産
を
紹
介
し
ま
す
。

富士山　世界文化遺産へ 

 3 広報ふじ 2013年 6月  5 日号


